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技術センター事業から ２０１３年度グッドデザイン賞受賞展開催

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341  E-mail：chutan@mtc.pref.kyoto.lg.jp

高齢化が進む中丹地域においても事業ニーズが高く地域密着型産業である介護福祉分野において、地
域密着型製品開発に挑戦する企業に対し新製品開発を支援する研究会活動を行っています。
従来の福祉用具開発は、万人が見てカテゴリー分類がはっきりした製品の開発・改良が主なものでした。
そのため人体に対する運動工学の専門知識や、機械器具を形作るために、高度な制御・機械工学の知識が
必要となってきています。日々の生活をちょっと快適にするには、高度な機器類が必ずしも利用されている
だろうかとの反省から、当たり前の概念ではありますが、「地域の福祉施設は生活の場である」という考えに
立ち、施設内での介助者や生活している入所者が抱える日々のお困りごとを、福祉の現場だけではなくも
のづくり企業としての視線を交えていかに解決するかを開発思想として、ものづくり企業が集まりました。

介護福祉研究会の紹介

●介護者の「入浴が楽しみになる擬壁画」を企画・試作しました。
試作品を綾部市内の福祉施設に設置し、得られた印象についてアンケートを実施したところ、

との結果となり、介護者の入浴への楽しみが増え、介助者による移送や入浴介助時の労力
低減が期待されます。

会 員：中丹企業3社
外部指導員：京都府立大学大学院 生命環境科学研究科　三橋 俊雄 教授
活 動 内 容：概ね月1回、プロダクトデザイン分野の専門家より指導を受けながら、試作品に対する作品コンセプトの摺合せ、試作部

品の持ち寄り検討、試作品製作を実施

【平成25年度】

【平成24年度】

●作業負荷を軽減する「把手付き介護用ベスト」を
　企画・開発中です。
「心のふれあう介護」をテーマとして、介助者が着用する介護用ベストの把手に要介護者が
掴まることにより、介助者の介護負担軽減を図るとともに、介護される要介護者にも自ら介
護に参加しているという意識を持ってもらうことを目指しています。

●車いすを２台連結させ、緊急時等の早期避難を助ける
　「車いす連結器」を企画・開発中です。
車いすの連結方法として、縦連結方式、横連結方式等、さまざまな連結方法を試行錯誤し
ながら、より実用性の高い製品の開発を目指しています。

取り組み内容

研究会概要

写真1　浴室に設置された擬壁画

写真２　介護用ベスト試作品

写真３　車いす連結器試作品

◇介助者の2/3は擬壁画に対し好印象を受けている
◇介助者から見て、利用者の擬壁画に対する印象が「良い」
◇介助者から見て、利用者の擬壁画を見ることで、介護状況の変化があるかどう
かは、4割が「変化有り」
◇介護者の擬壁画に対する反応がある場合には、約4割が「会話が弾む」や「入浴に
向かう手間の低減」等の具体的なメリット有り

グッドデザイン賞を主催する公益財団法人日本デザイン振興
会は１０月１日に２０１３年度グッドデザイン賞の受賞結果が発表
され、１０月３０日から受賞展が東京ミッドタウンで開催されまし
た。グッドデザイン賞は１９５７年の創設以来、日本を代表するデ
ザインの評価・推奨の運動として広く知られる世界的なデザイ
ン賞です。商品分野をはじめ建築・プロジェクトなど幅広い領域
から応募されるデザインに対して、外見上の印象だけでなく、使
い勝手や環境への配慮、社会への提案力など、今日求められる
さまざまな観点から審査されています。
２０１３年度は３，４００件の審査対象の中から１，２１２件の受賞
が決定し、発表・展示されました。

■グッドデザイン大賞
グッドデザイン大賞はすべての受賞対象を通じて、２０１３年度

を象徴するデザインとして位置づけられる賞で、審査委員等だ
けでなく展覧会来場者の投票結果も反映されて決定されます。
候補となったのは下記のとおりです。11月7日に受賞結果が
発表され、大賞は該当なし、「グローバルデザイン2013」として
Googleマップが選ばれました。

この中で、特に印象的であったのは木製折りたたみ椅子の
「HIROSHIMA　フォールディングチェア」です。これまで折りた
たみ椅子は、強度や耐久性の関係からスチールパイプなどの金
属で作られていましたが、本製品は同等の強度や耐久性を確保
した上で、木製品特有の軽快なフォルムに仕上がっています。

■グッドデザイン・ベスト１００
グッドデザイン・ベスト１００は、２０１３年度グッドデザイン賞受
賞対象の中で、審査委員会により特に高い評価を得た１００件で
す。京都からは１件、株式会社クロスエフェクトによる「医療用3D
臓器シミュレーター」が選定されました。これは心疾患患者のCT
データから再現されたシミュレーターで患部を事前に確認する
ことにより、手術での精神的かつ肉体的な負担を軽減すること
が高く評価されました。また鼓動を再現する「拍動型心臓シミュ
レーター」と連動させることで、本物の心臓が縮んだり膨らんだ
りする動きが再現されるため、模擬手術に用いるなど新しい外
科手術のトレーニング手法としての活用が期待されています。

■京都企業も健闘
京都企業も１９件の受賞がありました。前述した株式会社クロ

スエフェクトは初応募でベスト１００入りし、特に優れたデザイン
と認められる金賞を受賞しました。この他にも医療機器、生産機
器などの分野での健闘が目立ちました。

当センターのデザイン担当では、グッドデザイン賞の応募説
明会や審査報告会を開催するほか、自社製品をマネジメントの
視点で見直して製品価値を向上させる「京都デザインマネジメ
ント勉強会」を開催するなど、中小企業のグッドデザイン賞の取
得をお手伝いしています。どうかお気軽にお尋ねください。

２０１３年度グッドデザイン賞受賞展開催
グッドデザイン大賞候補１０件および「グッドデザイン・ベスト１００」も決定

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

応用技術課 主任研究員　加悦 秀樹

照明器具 陰翳IN-EI ISSEY MIYAKE
椅子 HIROSHIMA　フォールディングチェア
有機発光ダイオードテレビ EA9800
自転車 ノイズカーゴ
軽自動車 ダイハツタント
自動車 フォルクスワーゲンゴルフ
ロケット イプシロン
電波望遠鏡 アルマ望遠鏡モリタアレイ
ジャンクション 大橋ジャンクション
地図 Googleマップ

椅子 HIROSHIMA　フォールディングチェア

医療用3D臓器シミュレーター
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